学会記事 : 第45回徳島医学会賞及び第24回若手奨励賞受賞者紹介 by unknown


































































生 年 月 日：昭和２８年１０月６日



































































































生 年 月 日：平成５年１月１２日
出 身 大 学：久留米大学
所 属：徳島大学病院卒後臨
床研修センター






































生 年 月 日：平成６年１０月２６日
出 身 大 学：徳島大学医学部
所 属：徳島県立中央病院医学教育センター
研 究 内 容：当院での急性冠症候群患者における脂質
コントロールの現状
受賞にあたり：
このたびは，徳島医学会第２４回若手奨励賞受賞に選出
いただき，誠にありがとうございます。選考いただいた
先生方，並びに関係者各位の皆様に深く感謝申し上げま
す。
急性冠症候群の二次予防において，LDL-C のコント
ロールが重要であることは広く知られています。高
LDL-C 血症の第一選択であるスタチンはほとんどの症
例で使用されていると思いますが，近年，FOURIER 試
験や IMPROVE-IT 試験など，大規模研究が行われ，エ
ゼチミブやPCSK９阻害薬をスタチンと併用することで著
明に LDL-C が低下することが分かっています。
今回，当院の急性冠症候群症例の入院時と退院時の脂
質コントロールについて検討しましたが，退院時，目標
値を達していない症例があることが分かりました。
LDL-C は低ければ低いほど心血管リスクを下げると言
われており，今後はエゼチミブや PCSK９阻害薬を使用
することも増えるだろうと思います。
脂質異常症は日本で２２０万人にも及ぶと言われており，
医療を行っていく上で避けて通れない疾患です。医療者
がまず，目標値に達していないことを認識することで，
より良い治療につながると思いました。今回学んだこと
を，今後の診療に生かしていきたいと思います。
最後になりましたが，このような貴重な発表の機会を
与えてくださり，ご指導賜りました徳島県立中央病院の
藤永先生をはじめ，循環器内科の先生方に心より感謝申
し上げます。
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